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O 

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
こ
こ
に
北
大
法
学
論
集
第
三
七
巻
の
編
集
後
記

を
記
す
こ
と
と
す
る
。

O 

第
三
七
巻
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
は
二

O
編
に
及
ぶ
。
そ
の
内
訳
を
み

る
と
、
論
説
が
一

O
編
、
研
究
ノ

l
ト
が
五
編
、
資
料
が
三
編
、
講
演

お
よ
び
書
評
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
編
と
な
っ
て
い
る
。
本
巻
の
各
号
の
平
均

頁
数
は
約
一
八
六
頁
で
あ
り
、
合
併
号
を
出
す
こ
と
な
く
、
全
六
冊
が

す
べ
て
そ
の
刊
行
を
み
た
わ
げ
で
あ
る
。
カ
の
こ
も
っ
た
論
稿
を
寄
せ

ら
れ
た
執
筆
者
各
位
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

し
か
し
、
本
巻
の
編
集
の
過
程
は
、
か
な
ら
ず
し
も
順
調
で
あ
っ
た

と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
三
七
巻
二
号
の
編
集
作
業
の
過
程
で
、

あ
る
「
事
故
」
ー
ー
そ
の
責
任
は
、
全
面
的
に
編
集
委
員
会
に
あ
る
|

が
生
じ
た
。
こ
の
事
故
が
契
機
と
な
っ
て
、
編
集
作
業
が
全
面
的
に

再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
編
集
要

領
」
の
新
た
な
作
成
、
お
よ
び
「
執
筆
要
領
」
(
一
九
七
七
年
七
月
作
成
)

の
改
訂
の
問
題
で
あ
る
。

し
か
も
、
以
上
の
作
成
・
改
訂
の
作
業
を
行
な
う
過
程
で
、
さ
ら
に
、

第
三
七
巻
三
号
の
「
頁
」
に
「
誤
り
」
が
生
ず
る
と
い
う
「
事
故
」
が

O 

重
な
っ
た
(
第
三
七
巻
三
号
三
八
二
頁
以
下
参
照
)
。
こ
の
不
手
際
の
責

任
が
、
編
集
委
員
会
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
「
頁
」

に
の
み
「
誤
り
」
が
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
次
号
の
編
集
作

業
の
進
行
状
況
か
ら
み
て
、
こ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で

あ
る
こ
と
等
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
今
回
に
つ
い
て
、
訂
正
等
の
措
置

を
と
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
不
手
際
の
発
生
は
、
編
集
要

領
等
の
作
成
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
作
成
・
改
訂
の
作
業
が
一
応
の
終
了
を
み
た
の
は
、
昭
和
六

二
年
三
月
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
実
質
的
に
支
え
た
、
伊
藤
知
義

助
手
お
よ
び
本
間
一
也
助
手
の
功
績
が
大
き
い
こ
と
を
付
け
加
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

O 

今
回
、
作
成
さ
れ
た
編
集
要
領
・
改
訂
さ
れ
た
執
筆
要
領
に
は
、
な

お
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
改

訂
の
作
業
が
、
こ
れ
か
ら
も
繰
り
返
し
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今

回
作
成
さ
れ
た
「
編
集
要
領
」
・
改
訂
さ
れ
た
「
執
筆
要
領
」
が
、
今
後

繰
り
返
し
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
改
訂
の
作
業
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
期
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待
し
た
い
。

(
編
集
委
員
)


